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〔-(Ct王ZkO弓n で表わされるポ リエーテルを考えると･a-1はポ yオキン
メチレン ,a- 2はポiJエチレンオキサイ ド､=3ほポ ジオクサUクロブタン ,

4はポ ジテ トラヒ ドロフVyで.nil-CX3aI極限の場合は酸素が無視されてポリ

エチレ･yl,CなるO 次 の表にこれ らの高分子の主 な物性 と構造を示したO

-Al-



表 一般 式 ト (L7円2k 0--〕nで表わ されるポ yエ-テル
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研究会報告

ポ リオキジ ･チレンは融点や密度が高く､室温に.おいては特殊な溶媒しかなぐ.

また硬度も富いが､次のポッエチL/ンオキサイ ドは融点 ,密度 -,密度共 に低く

また水に室温で容易に溶け､これ ら2種のポ リマーの性質は著るしく対称的で

ある｡ポ =オクサ Uクロブタンやポリテ トラヒドロフランは更に低い融点を示

し､軟いポ リマーであ5｡ これらの著るしい性質の相異はC冒2が 1億増すとい

う化学草道の違いだけでは説明が因襲で､分子の立体構造や結晶構造を考える

べきもL3であるO我々はこの点に着冒し､Ⅹ線回折と赤外吸収の方法を伺い主

として結晶領域の構造について研究 して来た｡その結果によれば.ポリオキン
(⊃

了lチレンは線維周期 17.3A 中に9個の化学構造単位を含み,その間に 5巻き

しているらせ･,t･構 造を持つことが判った1.)また岡村教授らE,Cよりテ トラオキu
jチレン CTIT2⊥~0-C首2単結晶の放射線固相重合vLより.高度 3次元配向のポ

1- z
iJ元キ× O o X uメチ Vンのえられることが見出されたが､ 我々はI i
この試X CH2-0-C冒2X料の提供を受け､ 3次元=J- ヅエ合成法を用いて.

詳細な構造解析を行ったDその結果､各クiJスタ ヅツ トは右巻きまたは左巻き

の一方のみのらせん庖 りゝよりなるーことが明らかとなっ･た20)ポジエチレンオキサイ
O

ドは 19.3A の接維周期.*t･C7個の構造単位を含み.その間に2巻きしたゆる

いらせんで3.)ポ ジテ トラヒドt=フランは平面ジ′グザグに近い構造であるio)
ポジエチレンオキサイ ドは尿素と結晶性の付加化合物を作り.条件により繊

維状寵料や直径/m 程度の六角柱状の単結晶が出来ることが判った50)これにつ

いてⅩ線回折および赤外線吸収を用いて研究した結果について述べたQ
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